６つの言葉 はやみ表　　　改定：平成２１年１０月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例＝◎○は評価　　・内は選択　

１　バス停に着けた時

◎　　・お待たせしました。　・お待たせして申し訳ございません。

・大変（ながらく）お待たせいたしました。

・お待ちどうさまでした。

○　　・おはようございます。　　　　　　使用に当っては、時と場合に注意する。　　　　

　　　・こんにちは。　・こんばんは。　　

２　乗車時

◎　・ありがとうございます。

　　○　「会釈」か「どうぞ」と合わせて～「ご乗車ありがとうございます～」と乗車後、全体的に使用した場合。
　

３　発車時の事故防止喚起　　　＋　・適正な言葉を選択してください。
◎　・発車します～おつかまりください。　

・発車します。　　　　　　  　・おつかまりください。　　　　

○　A　・動きます。　　　　＋　B　   ・ご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・出発します。　　　　　　　　・お気を付けください。　
・発進します。　　　　　　　　・つかまってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛ポイント｝立客のいない場合、Aの使用は○。　立客のいる場合、A＋Bの使用は○。
４　悪路及びカーブへの注意喚起　　＋　・適正な言葉を選択してください。
◎　・この先、揺れます（曲がります）ので　ご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・この先揺れます。　　　　　　 ・ご注意ください。　　　　　　

○　A　　　　　　　　　　    ＋ B     ・お気をつけください。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・この先曲がります。　　　　　 ・おつかまりください。  　　　

･ つかまってください ｡  　　　

　｛ポイント｝立客のいない場合、Aの使用は○。　立客のいる場合、A＋Bの使用は○。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　降車合図への発声

・はい、次止まります。　

◎　　・はい、次の○○停車いたします。

　　　　　・はい、次停車します。　

　　　　　・はい、止まります。　　

　 ・止まります。

○　　・停車します。

　　　　　・停車になります。

６　降車客への車内事故防止喚起　　＋　・適正な言葉を選択してください。
◎　・安全のため、バス停に停車して（扉が開いて）からお立ちください。

　　　　　　・安全のため、　　　　　　・停車してから、          ・お立ちください。

　　○　A   ・危ないので、　　＋ B   ・止まってから、　＋ C    ・座って（席で）お待ちください。

  ・事故防止のため、　　　　・停車するまで、          ・お座り（座っていて）ください。

・まだ動きます。　　　　　・止まるまで、            ・席をたたないでください。

　　　　　　・危険です。                                        ・そのままでお待ちください。

                                                                ・車内事故防止にご協力ください。

　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ・動かないでください。

　  ｛ポイント｝A＋B＋C かB＋C をそれぞれ組合せて意味が通じる言葉の使用は○。
７　降車時

◎　・ありがとうございました。

○　・ご利用ありがとうございます。

